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七
五

は
じ
め
に

「
逸
品
」
は
藝
術
批
評
史
上
に
お
い
て
重
要
な
槪
念
の
一
つ
で
あ
る
。
繪
畫
品

評
に
お
け
る
「
逸
品
」（
ま
た
は
「
逸
格
」）
と
い
う
品
第
等
級
は
、
唐
代
か
ら
使

い
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
初
唐
の
李
嗣
眞
（
？
〜
六
九
六
）
が
は
じ

め
て
「
逸
品
」
を
提
起
し
、「
上
中
下
」
と
い
う
三
品
九
等
の
「
上
品
上
」
よ
り

さ
ら
に
上
に
位
置
付
け
、
こ
の
品
第
の
枠
組
み
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
考
え

た（
１
）。
や
や
遲
れ
て
、張
懷
瓘
（
約
七
〇
四
〜
七
六
〇
）
は
「
上
中
下
」
の
代
わ
り
に
、

「
神
妙
能
」
の
三
品
を
立
て
、
そ
の
後
、
朱
景
玄
（
約
七
八
五
〜
八
四
八
）
は
「
神

妙
能
」
の
ほ
か
、
こ
の
三
品
に
分
類
で
き
な
い
「
逸
品
」
と
い
う
品
目
を
付
け
加

え
て
、
通
常
の
畫
法
と
異
な
る
も
の
と
し
た（

２
）。
北
宋
初
朞
、
黃
休
復
（
約
九
五
四

〜
一
〇
二
一
）
は
繪
畫
を
評
價
す
る
際
に
「
逸
品
」
を
再
び
品
等
の
ラ
ン
ク
內
に

入
れ
、「
逸
神
妙
能
」
と
い
う
順
で
最
上
位
に
格
付
け
し
た
。
一
般
的
に
、「
逸
品
」

が
「
神
妙
能
」
に
先
ん
じ
て
繪
畫
批
評
に
お
い
て
最
も
尊
重
さ
れ
る
地
位
を
占
め

る
と
い
う
考
え
は
、
こ
の
黃
休
復
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
島
田
修
二
郞
の
「
逸
品
畫
風
に
つ
い
て（

３
）」
を
初
め
と
し
、

關
連
硏
究
に
多
く
見
ら
れ
る
。
島
田
は
朱
景
玄
と
黃
休
復
の
「
逸
品
」
に
對
す
る

解
說
に
基
づ
き
、人
物
畫
、山
水
畫
、芲
鳥
畫
の
三
方
面
か
ら
、逸
品
畫
の
特
徵
を
、

傳
統
繪
畫
の
評
價
基
準
で
あ
る
六
法
の
う
ち
「
骨
法
用
筆
」、「
應
物
象
形
」、「
隨

類
賦
彩
」
か
ら
逸
脫
し
て
お
り
、
通
常
の
畫
法
の
法
則
に
拘
束
さ
れ
な
い
も
の
と

し
た
。
さ
ら
に
、
中
唐
の
逸
品
畫
は
山
水
畫
を
主
と
し
、
主
に
潑
墨
で
作
ら
れ
て

い
る
一
方
、
北
宋
の
逸
品
畫
は
中
唐
の
狂
縱
の
性
格
を
抑
え
て
、

略
化
し
た
描

寫
を
强
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
の
硏
究
は
、
槪
ね
島
田
の

說
を
踏
ま
え
な
が
ら
逸
品
に
對
す
る
認
識
と
理
解
を
補
足
し
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は
唐
宋
の
「
逸
品
」
を
同
じ
一
つ
の
硏
究
對
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る（

４
）。
た
だ
筆

者
は
唐
と
宋
で
は
、「
逸
品
」
は
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

先
行
硏
究
で
は
、
す
で
に
美
術
史
の
視
座
か
ら
唐
宋
の
逸
品
畫
風
の
特
徵
や
變

遷
に
つ
い
て
綿
密
に
考
察
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
北
宋
文
人
の
逸
品
に
對
す
る
理

解
、
さ
ら
に
逸
品
と
い
う
評
語
が
實
際
に
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
な
お
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
は
着
眼
點
を
「
逸
品
」
の
北
宋
朞
に
お
け
る

意
味
の
變
容
に
置
い
た
。
以
下
、宋
人
は
逸
品
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、

し
ば
し
ば
逸
品
の
系
譜
上
に
數
え
ら
れ
る
北
宋
中
後
朞
に
登
場
し
た
文
人
墨
戲
は

逸
品
畫
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
鄧
椿
が
再
び
逸
品
を
提
起
し
た
意
圖
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の
畫
法
は
突
發
的
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
。
島
田
は
朱
景
玄
が
描
寫
し
た
逸
品
畫

家
の
特
徵
に
よ
っ
て
、
そ
の
先
驅
と
し
て
張
璪
と
韋
偃
を
舉
げ
て
い
る（

８
）。
こ
の
兩

者
は
『
唐
朝
名
畫
錄
』
に
も
收
錄
さ
れ
、
朱
景
玄
が
張
璪
の
描
く
松
に
つ
い
て
、

「
嘗
以
手
握
雙
管
、
一
時
齊
下
、
一
爲
生
枝
、
一
爲
枯
枝
。（
嘗
に
手
を
以
て
雙
管
を

握
り
、
一
時
齊
し
く
下
り
、
一
は
生
枝
と
爲
り
、
一
は
枯
枝
と
爲
る
。）」
と
記
錄
し
、
韋

偃
の
作
畫
に
對
し
て
「
山
以
墨
幹
、
水
以
手
擦
。（
山
は
墨
を
以
て
幹め

ぐ

ら
し
、
水
は
手

を
以
て
擦ふ

く
。）」
と
述
べ
て
い
る
。
兩
者
と
も
確
か
に
通
常
で
は
な
い
畫
法
を
持

っ
て
い
る
が
、
張
璪
が
「
神
品
下
」
と
評
さ
れ
た
一
方
、
韋
偃
が
「
妙
品
上
」
に

舉
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
朱
景
玄
は
兩
者
と
も
に
高
く
評
價
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
朱
景
玄
の
意
味
す
る
逸
品
は
、
樣
式
上
で
は
「
常
法
」
か

ら
逸
脫
し
た
か
否
か
を
基
準
と
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
た
偶
發
的
な
畫
面

效
果
及
び
特
異
な
作
畫
行
爲
も
そ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
黃
休
復
が
唱
え
た
「
逸
格
」
の
意
味

朱
景
玄
の
後
、
北
宋
初
朞
の
黃
休
復
は
『
益
州
名
畫
錄
』
に
お
い
て
「
逸
格
」

（
つ
ま
り
逸
品
）
を
品
等
の
枠
內
に
收
め
て
首
位
に
置
い
た
。
彼
が
「
逸
神
妙
能
」

の
四
格
に
具
體
的
な
定
義
を
與
え
た
た
め
、
先
行
硏
究
は
屢
々
黃
休
復
の
定
義
し

た
逸
格
を
唐
宋
の
逸
品
繪
畫
の
特
徵
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行

硏
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
益
州
名
畫
錄
』
に
お
け
る
逸
格
の
意
味
を
改
め
て
分

析
し
、
黃
休
復
の
逸
格
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
く
。

（
一
）
逸
格
と
孫
位
の
畫
風

黃
休
復
は
逸
格
に
唐
末
の
畫
家
孫
位
（
生
沒
年
不
詳
）
の
み
を
舉
げ
た
た
め
、

孫
位
の
畫
風
と
逸
格
の
特
徵
を
同
一
視
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
益
州
名
畫
錄
』

に
お
い
て
は
、
逸
格
の
定
義
と
孫
位
の
作
品
に
つ
い
て
の
記
載
は
次
の
と
お
り
で

は
何
か
、
と
い
っ
た
點
を
檢
討
し
て
い
く
。
本
論
の
考
察
に
よ
っ
て
、
北
宋
の
繪

畫
理
論
の
特
徵
に
つ
い
て
、
一
步
踏
み
込
ん
だ
理
解
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

一
、
中
唐
の
逸
品
畫
風

朱
景
玄
は
『
唐
朝
名
畫
錄
』
に
お
い
て
繪
畫
を
「
神
妙
能
逸
」
に
品
第
し
た
。

彼
は
「
神
妙
能
」
を
「
上
中
下
」
の
三
品
等
に
對
應
さ
せ
る
一
方
、
逸
品
だ
け
は

「
不
拘
常
法
（
常
法
に
拘
ら
ず
）」、「
非
畫
之
本
法
（
畫
の
本
法
に
非
ず
）」
と
獨
自
に

定
義
付
け
、
從
來
の
評
價
基
準
で
評
價
で
き
な
い
た
め
、
品
等
の
枠
外
に
置
い
た
。

こ
の
常
法
や
畫
の
本
法
と
は
、
南
齊
の
謝
赫
が
提
起
し
た
「
畫
の
六
法
」、
つ

ま
り
氣
韻
生
動（
生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ
と
）、骨
法
用
筆（
筆
遣
い
）、應
物
象
形（
形

象
）、
隨
類
賦
彩
（
色
彩
）、
經
營
位
置
（
構
圖
）、
傳
移
模
寫
（
模
寫
）
と
い
う
繪

畫
を
評
價
す
る
六
つ
の
基
準
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
骨
法
用
筆
」
は
こ
の
時
朞
の

繪
畫
制
作
に
お
い
て
不
可
缺
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

５
）。
こ
れ
に
對
し
て
、
朱
景
玄

が
逸
品
に
舉
げ
た
張
志
和
、
王
墨
、
李
靈
省
の
三
者
は
、
互
い
に
接
點
こ
そ
な
か

っ
た
が
、
潑
墨
と
い
っ
た
筆
線
を
用
い
な
い
目
新
し
い
方
法
で
山
水
畫
を
描
く
と

い
う
共
通
の
特
徵
が
あ
る（

６
）。
こ
の
潑
墨
は
、傳
統
の
用
筆
法
で
あ
る
「
骨
法
用
筆
」

及
び
正
確
に
形
象
を
描
き
出
す
「
應
物
象
形
」
の
正
統
的
畫
法
と
對
立
す
る
も
の

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
㊟
意
す
べ
き
は
、
こ
の
三
者
は
畫
面
の
構
成
を
事

歬
に
決
め
る
こ
と
な
し
に
、
い
つ
も
酒
に
醉
っ
て
氣
の
む
く
ま
ま
に
作
畫
し
て
お

り
、
そ
の
創
作
過
程
や
振
る
舞
い
が
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
れ
も
人
々
の
㊟
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（

７
）。

逸
品
畫
家
が
呈
し
て
い
る
こ
の
特
異
な
畫
法
は
、
從
來
主
流
で
あ
っ
た
色
彩
と

描
線
に
よ
る
物
象
の
描
寫
か
ら
、
潑
墨
と
い
う
水
墨
畫
法
に
よ
る
自
己
の
心
象
の

自
由
な
表
現
へ
と
變
化
し
て
い
く
重
要
な
契
機
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
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に
鄙
し
み
、
筆

に
し
て
形
具
は
る
」
と
、
孫
位
の
畫
風
に
つ
い
て
の
評
價
で
あ

る
「
鷹
犬
の
類
、
皆
三
五
筆
に
て
成
る
。
弓
弦
斧
柄
の
屬
、
竝
び
に
筆
を
掇
り
て

描
く
も
、
繩
に
從
ふ
が
如
く
し
て
正
し
」
と
を
倂
せ
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、

逸
格
に
屬
す
る
孫
位
の
畫
風
は
、
畫
の
六
法
の
う
ち
「
應
物
象
形
」
及
び
「
隨
類

賦
彩
」
か
ら
逸
脫
し
て
お
り
、
形
象
を
輕
視
し
、
粗
放
な
筆
法
、

略
な
描
寫
を

特
徵
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
畫
風
は
、
朱
景
玄
の
提
起

し
た
潑
墨
の
逸
品
畫
風
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
統
的
畫
法
に
反
す
る
と

い
う
點
に
お
い
て
兩
者
の
考
え
は
類
似
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
畫

風
が
異
な
る
以
上
、
朱
景
玄
の
意
味
す
る
「
逸
品
」
と
黃
休
復
の
意
圖
す
る
「
逸

格
」
と
は
、そ
の
考
え
も
別
の
流
れ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

殘
念
な
が
ら
、
朱
景
玄
と
黃
休
復
が
逸
品
に
舉
げ
た
畫
家
は
、
彼
ら
の
畫
風
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
確
實
な
作
品
が
現
存
し
な
い
た
め
、
實
作
品
か
ら
そ
れ
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
文
獻
上
の
記
述
を
踏
ま
え
て
確

認
し
て
い
く
。

黃
休
復
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
孫
位
が
應
天
寺
で
描
い
た
の
は
松
石
龍
水
及
び
天

王
鬼
神
像
、
昭
覺
寺
で
描
い
た
の
は
松
石
墨
竹
と
戰
勝
天
王
像
で
、
兩
者
と
も
に

傳
統
的
な
寺
院
壁
畫
の
題
材
で
あ
る
。「
鷹
犬
の
類
、
皆
三
五
筆
に
て
成
る
。
弓

弦
斧
柄
の
屬
、
竝
び
に
筆
を
掇
り
て
描
く
も
、
繩
に
從
ふ
が
如
く
し
て
正
し
」
と

い
う
黃
休
復
の
評
價
か
ら
、
孫
位
は
衟
具
を
用
い
ず
に

略
な
筆
法
だ
け
で
精
確

か
つ
生
き
生
き
と
形
象
を
描
寫
し
て
お
り
、
決
し
て
形
象
を
輕
視
し
た
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、『
益
州
名
畫
錄
』
に
お
い
て
、
上
記
と
類
似

す
る
評
價
は
他
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
孫
位
の
獨
創
性
は
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、「
松
石
墨
竹
、
筆
精
墨
妙
」
に
用
い
ら
れ
た
「
精
」
と
「
妙
」
と
い
う

評
語
は
、
孫
位
の
筆
遣
い
の
精
緻
さ
と
墨
の
運
用
の
巧
妙
さ
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
さ

あ
る（
９
）。畫

之
逸
格
、
最
難
其
儔
。
拙
規
榘
於
方
圓
、
鄙
精
硏
於
彩
繪
。
筆

形
具
、

得
之
自
然
。
莫
可
楷
模
、
出
於
意
表
。
故
目
之
曰
逸
格
爾
。（
逸
格
）

畫
の
逸
格
、
最
も
其
の
儔
と
も
が
ら

と
な
し
難
し
。
規
榘
を
方
圓
に
拙
し
と
し
、
精

硏
を
彩
繪
に
鄙
し
む
。
筆

に
し
て
形
具
は
り
、
之
を
自
然
に
得
。
楷
模
す

べ
き
莫
く
、
意
表
に
出
づ
。
故
に
之
を
目
し
て
逸
格
と
曰
ふ
の
み
。

光
諬
年
、
應
天
寺
無
智
禪
師
請
畫
山
石
兩
堵
・
龍
水
兩
堵
、
寺
門
東
畔
畫
東

方
天
王
及
部
從
兩
堵
。
昭
覺
寺
休
夢
長
老
請
畫
浮
漚
先
生
松
石
墨
竹
一
堵
、

倣
潤
州
高
座
寺
張
僧
繇
戰
勝
一
堵
。
兩
寺
天
王
部
衆
人
鬼
相
雜
、矛
戟
鼓
吹
、

縱
橫
馳
突
、
交
加
戛
擊
、
欲
㊒
聲
響
。
鷹
犬
之
類
、
皆
三
五
筆
而
成
。
弓
弦

斧
柄
之
屬
、
竝
掇
筆
而
描
、
如
從
繩
而
正
矣
。
其
㊒
龍
拏
水
洶
、
千
狀
萬
態
、

勢
欲
飛
動
。
松
石
墨
竹
、
筆
精
墨
妙
。
雄
壯
氣
象
、
莫
可
記
述
。
非
天
縱
其

能
、
情
高
格
逸
、
其
孰
能
與
於
此
邪
。（
逸
格
・
孫
位
）

光
諬
の
年
（
八
八
五
〜
八
八
八
）、
應
天
寺
の
無
智
禪
師
は
山
石
兩
堵
・
龍
水

兩
堵
を
畫
き
、
寺
門
の
東
畔
に
東
方
天
王
及
び
部
從
兩
堵
を
畫
か
ん
こ
と
を

請
ふ
。
昭
覺
寺
の
休
夢
長
老
は
浮
漚
先
生
の
松
石
墨
竹
一
堵
を
畫
き
、
潤
州

高
座
寺
の
張
僧
繇
の
戰
勝
一
堵
に
倣
は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
兩
寺
天
王
・
部
衆
・

人
鬼
相
ひ
雜
り
、
矛
戟
鼓
吹
、
縱
橫
馳
突
し
、
交
ご
も
戛
擊
を
加
へ
、
聲
響

㊒
ら
ん
と
欲
す
。
鷹
犬
の
類
、
皆
三
五
筆
に
て
成
る
。
弓
弦
斧
柄
の
屬
、
竝

び
に
筆
を
掇
り
て
描
く
も
、
繩
に
從
ふ
が
如
く
し
て
正
し
。
其
の
龍
拏
水
洶

㊒
る
や
、
千
狀
萬
態
、
勢
飛
動
せ
ん
と
欲
す
。
松
石
墨
竹
、
筆
は
精
に
し
て

墨
は
妙
た
り
。
雄
壯
の
氣
象
、記
述
す
べ
き
莫
し
。
天
は
其
の
能
を
縱
に
し
、

情
高
く
格
逸
な
る
に
非
ざ
れ
ば
、
其
れ
孰
か
能
く
此
に
與
ら
ん
や
。

先
行
硏
究
は
黃
休
復
の
逸
格
に
つ
い
て
分
析
す
る
際
に
、
槪
ね
畫
面
樣
式
に
主

眼
を
置
い
て
、
逸
格
の
說
朙
で
あ
る
「
規
榘
を
方
圓
に
拙
し
と
し
、
精
硏
を
彩
繪
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基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、『
茅
亭
客
話
』

に
あ
る
黃
休
復
と
童
益（

（2
（

の
會
話
か
ら
そ
の
考
え
が
窺
え
る
。

童
益
は
人
物
肖
像
畫
に
長
け
た
畫
家
で
あ
る
。
あ
る
日
、
彼
が
肖
像
畫
を
繪
畫

と
し
て
認
め
な
い
と
い
う
當
時
の
人
々
の
言
說
を
持
ち
出
し
て
、
そ
の
是
非
を
問

い
か
け
た（

（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
黃
休
復
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

南
齊
謝
赫
論
畫
㊒
六
法
、
一
曰
氣
韻
生
動
、
二
曰
骨
法
用
筆
、
三
曰
應
物
像マ

マ

形
、
四
曰
隨
類
傅
彩
、
五
曰
經
營
位
置
、
六
曰
傳
移
模
寫
。
其
寫
眞
者
、
於

畫
六
法
中
一
法
爾
、
豈
不
謂
之
畫
乎
。
若
秖
以
畫
人
頭
面
而
已
、
豈
曰
盡
善
。

若
秖
以
寫
眞
擅
名
、
不
亦
寡
乎（

（2
（

。

南
齊
の
謝
赫
論
ず
る
に
畫
に
六
法
㊒
り
、
一
に
氣
韻
生
動
と
曰
ひ
、
二
に
骨

法
用
筆
と
曰
ひ
、
三
に
應
物
像
形
と
曰
ひ
、
四
に
隨
類
傅
彩
と
曰
ひ
、
五
に

經
營
位
置
と
曰
ひ
、
六
に
傳
移
模
寫
と
曰
ふ
。
其
の
寫
眞
な
る
者
は
、
畫
の

六
法
の
中
に
於
い
て
一
法
な
る
の
み
、
豈
に
之
を
畫
と
謂
は
ざ
ら
ん
や
。
若

し
秖
だ
人
の
頭
面
を
畫
く
を
以
て
す
る
の
み
な
ら
ば
、
豈
に
善
を
盡
く
す
と

曰
は
ん
や
。
若
し
秖
だ
寫
眞
を
以
て
名
を
擅
に
す
れ
ば
、亦
た
寡
か
ら
ず
や
。

こ
こ
か
ら
黃
休
復
の
繪
畫
を
評
價
す
る
基
準
は
「
畫
の
六
法
」
に
依
據
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
孔
子
の
「
盡
善（

（2
（

」
の
語
を
引
用
し
、

人
物
を
描
く
際
、
そ
の
外
見
を
描
寫
す
る
の
み
な
ら
ず
、
對
象
の
內
面
を
表
現
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
肖
像
畫
だ
け
で
名
高
く
て
も
十
分
と
は
言
え
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、「
則
知
君
子
之
衟
貴
乎
全
也
。
畫
與
學
雖
殊
、
功
用

奚
異
。
君
其
全
和
。（
則
ち
君
子
の
衟
は
全
を
貴
ぶ
を
知
る
な
り
。
畫
と
學
と
殊
な
り
と

雖
も
、
功
用
奚
ぞ
異
な
ら
ん
。
君
其
れ
全
和
せ
ん
。）」
と
締
め
括
っ
て
、
繪
畫
を
學
問

に
擬
え
、
童
益
に
樣
々
な
こ
と
を
廣
く
修
め
て
、
各
種
の
畫
題
に
關
わ
っ
て
精
通

す
る
よ
う
に
と
勵
ま
し
た
。

こ
こ
で
黃
休
復
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
理
想
の
畫
家
は
、
ま
さ
に
吳
衟
玄
や
孫

ら
に
、『
益
州
名
畫
錄
』
張
玄
の
條
の
、「
曹
畫
衣
紋
稠
疊
、
吳
畫
衣
紋

略
。
其

曹
畫
、
今
昭
覺
寺
孫
位
戰
勝
天
王
是
也
。（
曹
畫
の
衣
紋
稠
疊
た
り
、
吳
畫
の
衣
紋

略
た
り
。
其
の
曹
畫
、
今
昭
覺
寺
孫
位
の
戰
勝
天
王
是
な
り
。）」
と
い
う
記
述
か
ら
、

孫
位
が
昭
覺
寺
で
描
い
た
戰
勝
天
王
も
精
細
な
描
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

ま
た
、
北
宋
後
朞
の
郭
若
虛
は
孫
位
の
壁
畫
を
「
不
以
傅
彩
爲
功
。（
傅
彩
を
以

て
功
と
爲
さ
ず（

（1
（

。）」
と
記
し
、
加
え
て
黃
休
復
は
逸
格
の
特
徵
に
「
精
硏
を
彩
繪

に
鄙
し
む
」
を
舉
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
孫
位
の
畫
風
は
、
粗
放
で

略
な
筆
法

及
び
正
統
畫
に
屬
す
る
精
緻
な
描
法
の
兩
方
で
優
れ
て
お
り
、
濃
彩
を
施
さ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
黃
休
復
の
「
逸
格
」
理
念

こ
う
し
て
み
る
と
、孫
位
の
畫
風
は
盛
唐
の
吳
衟
玄
に
近
似
す
る
と
思
わ
れ
る
。

吳
衟
玄
も
衟
具
を
用
い
ず
に
完
全
な
方
圓
の
形
を
描
く
こ
と
が
で
き（

（1
（

、
粗
放
と
精

細
と
い
う
二
種
類
の
筆
法
を
得
意
と
し（

（1
（

、
そ
の
上
、
彼
の
作
品
も
槪
ね
白
描
あ
る

い
は
淡
彩
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

吳
衟
玄
は
朱
景
玄
が
「
神
品
上
」
に
舉
げ
た
唯
一
の
人
物
で
あ
り
、
天
賦
の
才

が
あ
り
、
各
種
の
畫
題
に
長
じ
て
世
に
拔
き
ん
で
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ

れ
に
對
し
て
、
孫
位
も
佛
畫
、
鷹
犬
、
松
石
、
墨
竹
と
い
っ
た
多
方
面
の
題
材
で

優
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
黃
休
復
の
孫
位
に
與
え
た
「
天
縱
其
能
」
と
い
う
評
價

は
朱
景
玄
が
吳
衟
玄
を
稱
贊
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
北
宋
の
陳
師
衟

（
一
〇
五
三
〜
一
一
〇
二
）
が
記
し
た
蘇
軾
（
一
〇
三
七
〜
一
一
〇
七
）
の
言
に
は
、「
孫

位
方
不
用
榘
、
圓
不
用
規
、
乃
吳
生
之
流
也
。（
孫
位
方
に
榘
を
用
ひ
ず
、
圓
に
規
を

用
ひ
ず
、
乃
ち
吳
生
の
流
れ
な
り（

（2
（

。）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
孫
位
の
繪
畫
は
吳
衟
玄

の
流
れ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
朙
白
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
に
よ
り
、
黃
休
復
の
言
う
「
逸
格
」
は
恐
ら
く
朱
景
玄
の
「
神
品
上
」
に



北
宋
繪
畫
論
に
お
け
る
「
逸
品
」
の
變
容

七
九

神
宗
朝
の
畫
院
畫
家
で
あ
る
郭
熙
（
約
一
〇
二
三
〜
一
〇
八
五
）
は
、
自
然
主
義
と

い
う
寫
生
的
態
度
及
び
精
緻
な
描
寫
を
重
視
し
、
逸
品
畫
の
よ
う
に
放
埒
に
水
墨

を
用
い
て
作
畫
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
彼
も
文
人
宋
迪
（
？
〜

一
〇
八
三
）
の
「
張
素
敗
壁（
（3
（

」
を
模
倣
し
て
、
左
官
職
人
に
コ
テ
を
使
わ
せ
ず
に

直
接
手
で
泥
を
壁
に
塗
ら
せ
て
、
そ
の
偶
然
に
形
成
さ
れ
た
凹
凸
か
ら
山
水
の
イ

メ
ー
ジ
を
見
出
し
、
そ
れ
に
從
っ
て
筆
墨
を
加
え
て
創
作
し
た
と
い
う
こ
と
が
傳

え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黃
休
復
の
後
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
逸
品

と
評
價
す
る
言
論
は
見
出
せ
な
い
。

一
方
、
北
宋
中
朞
の
劉
衟
醇
（
生
沒
年
不
詳
）
は
『
聖
朝
名
畫
評
』
と
『
五
代

名
畫
補
遺
』（
一
〇
五
九
年
陳
洵
直
序
）
の
二
書
に
お
い
て
、
朱
景
玄
と
黃
休
復
と

同
樣
に
、
品
第
法
を
採
用
し
て
畫
家
に
格
付
け
を
し
た
が
、
彼
は
「
神
妙
能
」
の

三
品
等
に
區
分
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
四
庫
提
要
に
よ
る
と
、
劉
衟
醇
は
逸
品

が
神
品
に
含
ま
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
逸
品
に
該
當
す
る
人
物
が
い
な
い
と
考
え

た
た
め
、
逸
品
の
名
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う（

（3
（

。
し
か
し
、
劉
衟
醇
は
恐
ら
く
朱
・

黃
の
言
う
「
逸
品
」
と
は
少
し
異
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
た
め
、「
逸
品
」
を

踏
襲
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
實
際
に
、
彼
は
「
逸
品
」
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
「
絕
格
」
と
「
末
品
」
と
い
う
對
に
な
る
評
語
を
創
出
し
て
い
る
。『
五
代

名
畫
補
遺
』
の
陸
晃
の
條
に
は
次
の
言
說
が
あ
る
。

陸
晃
、
嘉
禾
人
。
性
疎
逸
、
不
修
人
事
、
好
交
尙
氣
、
每
沉
湎
於
酒
。
亦
善

丹
雘
、
多
畫
村
野
人
物
。
凢
酒
興
情
逸
、
遇
筆
揮
灑
、
出
於
臨
時
、
略
不
預

構
。
故
姸
醜
互
出
、
或
在
絕
格
、
或
入
末
品（

（3
（

。

陸
晃
、嘉
禾
の
人
。
性
は
疎
逸
、人
事
を
修
め
ず
、交
は
る
を
好
み
氣
を
尙
び
、

每
に
酒
に
沉
湎
す
。
亦
た
丹
雘
を
善
く
し
、
多
く
村
野
の
人
物
を
畫
く
。
凢

そ
酒
興
り
情
逸
す
れ
ば
、
筆
に
遇
ひ
揮
灑
し
、
臨
時
に
出
で
、
略
ぼ
預
構
せ

ず
。
故
に
姸
醜
互
ひ
に
出
で
、
或
い
は
絕
格
に
在
り
、
或
い
は
末
品
に
入
る
。

位
の
類
の
者
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
吳
衟
玄
は
粗
放
な
畫
風
に
も
長
じ
る
が
、
彼

の
作
品
は
、
一
般
的
に
、
六
法
を

ね
備
え
て
お
り
、
描
か
れ
た
形
象
は
朙
確
な

輪
廓
線
が
あ
っ
て
力
强
い
肥
瘦
を
持
つ
描
線
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ

る（
（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
、
黃
休
復
の
定
義
し
た
「
逸
格
」
と
「
應
物
象
形
」
を
强
調

す
る
「
神
格
」
の
內
容
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と（

（2
（

、
孫
位
の
持
つ
粗
放
な
畫

風
は
恐
ら
く
傳
統
的
な
畫
法
と
や
や
異
な
り
、
形
象
を
重
ん
ず
る
一
方
で
、
そ
の

輪
廓
に
す
べ
て
朙
確
な
描
線
を
つ
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
對
象
物
を
部
分
的
に
抽

象
化
し
て

略
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
孫
位
の
畫

風
は
吳
衟
玄
の
跡
を
繼
い
だ
上
で
、
目
新
し
い
要
素
を
も
付
加
し
た
も
の
で
あ

る（
（2
（

。
こ
れ
こ
そ
孫
位
が
逸
格
に
推
稱
さ
れ
た
㊟
目
す
べ
き
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
檢
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
黃
休
復
の
考
え
た
「
逸
格
」
は
、「
神
品

上
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
超
え
て
朱
景
玄
の
言
う
「
逸
品
」
の
新
奇

な
個
性
を
も
具
備
す
る
も
の
で
あ
る
と
察
知
で
き
る
。
し
か
し
、
潑
墨
を
特

徵
と
す
る
「
逸
品
」
と
異
な
り
、
黃
休
復
の
提
唱
し
た
「
逸
格
」
は
、
依
然

と
し
て
筆
法
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
逸
格
」
に
超

逸
の
品
質
が
備
わ
る
と
同
時
に
、
常
軌
か
ら
逸
脫
す
る
傾
向
も
帯
び
て
い
る
。�

三
、
絶
格
と
末
品

北
宋
に
は
、
中
唐
の
逸
品
畫
家
の
よ
う
に
筆
線
を
重
ん
ぜ
ず
、
特
異
な
畫
法
を

用
い
て
繪
畫
を
創
作
す
る
と
い
う
記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
北
宋

初
朞
の
文
人
畫
家
郭
忠
恕
（
？
〜
九
七
七
）
は
、
極
め
て
精
密
な
屋
木
界
畫
で
廣

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
も
酒
に
醉
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
墨
を
畫
面
上
に
㊟
ぎ
、

自
然
に
形
成
さ
れ
た
形
狀
に
從
っ
て
山
水
畫
を
制
作
し
た
と
い
う
㊒
名
な
逸
話
が

王
得
臣
（
一
〇
三
六
〜
一
一
一
六
）
に
よ
り
記
載
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
文
人
畫
家
の
ほ
か
、
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ら
ば
、「
絕
格
」
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
狀
態
で
作
っ
た
作
品

の
良
し
惡
し
は
作
者
自
身
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
恐
ら
く
多

く
の
場
合
、
完
成
し
た
作
品
は
、
劉
衟
醇
の
提
起
し
た
「
末
品
」
と
し
か
言
え
な

い
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
制
作
方
法
が
も
し
行
き
過
ぎ
る
と
、
放

縱
や
粗
野
で
あ
る
極
端
な
作
畫
行
爲
に
な
り
や
す
い
と
も
言
え
よ
う
。

酒
は
藝
術
創
作
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
が
あ
る
が
、不
可
缺
の
も
の
で
は
な
い
。

飲
酒
を
通
じ
て
良
い
作
品
を
作
り
上
げ
る
の
は
、
ま
だ
至
妙
の
境
地
に
至
っ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
蘇
軾
の
言
う
よ
う
に
、
王
羲
之
な
ら
全
く
酒
に
賴
ら
な
く
て

も
自
由
な
精
神
狀
態
に
持
っ
て
い
け
る
。
こ
れ
も
黃
休
復
が
孫
位
に
對
し
て
「
雖

好
飲
酒
、
未
嘗
沈
酩
。（
飲
酒
を
好
む
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
沈
酩
せ
ず
。）」
と
評
し
た

の
と
同
趣
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
逸
品
」
に
超
逸
の
意
味
が
備
わ
る
一
方
、
極
端
に

走
っ
て
放
逸
や
縱
逸
に
な
る
傾
向
も
あ
る
。
劉
衟
醇
は
恐
ら
く
畫
家
が
こ
の
作

畫
行
爲
だ
け
を
模
倣
し
て
邪
衟
に
陷
る
の
を
警
戒
し
て
い
た
た
め
、「
逸
品
」

と
い
う
名
稱
を
敢
え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。�

四
、
墨
戲
に
つ
い
て

北
宋
中
後
朞
に
は
、
文
人
に
よ
る
傳
統
的
な
畫
法
を
無
視
し
、
戲
れ
に
作
っ
た

繪
畫
が
多
く
現
れ
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
餘
技
と
し
て
の
繪
畫
は
墨
戲
と
呼
ば
れ
、

水
墨
畫
法
を
主
と
し
、
具
體
的
な
形
象
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
由
な
作
畫
方
法
で
描

か
れ
る
と
い
う
特
徵
が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
朱
景
玄
が
提
示
し
た
逸
品
畫

の
性
格
に
も
當
て
は
ま
る
た
め
、
文
人
墨
戲
畫
は
し
ば
し
ば
中
唐
の
逸
品
畫
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
兩
者
は
別
物
と
考
え
る
の
が
妥

當
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

北
宋
の
墨
戲
畫
は
、
一
般
的
に
、
文
同
（
字
與
可
、
一
〇
一
八
〜
一
〇
七
九
）
や

陸
晃
は
世
俗
を
脫
し
、
性
格
は
豪
放
で
あ
り
、
よ
く
酒
に
醉
っ
た
狀
態
で
恣
意

的
に
畫
を
描
く
た
め
、
完
成
し
た
作
品
に
は
優
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
出
來
映
え

の
惡
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
陸
晃
も
先
述
し
た
中
唐
の
逸
品
畫
家
で
あ
る

王
墨
や
張
志
和
の
性
格
及
び
振
る
舞
い
に
類
似
し
、
彼
ら
と
同
樣
に
い
つ
も
醉
っ

た
勢
い
で
作
畫
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
ら
の
繪
畫
制
作
に
共
通
し
て
い
る
「
酒
」

と
い
う
媒
介
を
手
が
か
り
と
し
て「
絕
格
」と「
末
品
」と
の
關
係
を
考
え
て
い
く
。

飲
酒
が
藝
術
創
作
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
與
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
の

次
の
言
が
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。

張
長
史
草
書
、
必
俟
醉
、
或
以
爲
奇
、
醒

天
眞
不
全
。
此
乃
長
史
未
妙
。

猶
㊒
醉
醒
之
辨
。
若
逸
少
何
嘗
寄
於
酒
乎
。
僕
亦
未
免
此
事（

（3
（

。

張
長
史
（
張
旭
）
の
草
書
は
、
必
ず
醉
ひ
を
俟
ち
、
或
い
は
以
て
奇
と
爲
す

も
、
醒
む
れ
ば

ち
天
眞
全
か
ら
ず
。
此
れ
乃
ち
長
史
未
だ
妙
な
ら
ず
。
猶

ほ
醉
醒
の
辨
㊒
り
。
逸
少
（
王
羲
之
）
の
若
き
は
何
ぞ
嘗
て
酒
に
寄
ら
ん
や
。

僕
も
亦
た
未
だ
此
の
事
を
免
れ
ず
。

中
唐
の
狂
草
の
代
表
的
な
書
家
で
あ
る
張
旭
（
約
六
八
五
〜
七
五
九
）
は
酒
に
任

せ
て
書
を
書
く
の
で
㊒
名
で
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
で
の
酒
は
「
天
眞
」
を
全
う
す
る
方
法

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る（

（3
（

。
一
般
に
、
畫
家
が
創
作
す
る
際
に
は
、
筆
墨
の
運
用
、

形
象
の
描
寫
、
畫
面
の
位
置
構
成
と
い
っ
た
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
外
的

な
制
限
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
作
者
は
酒
の
力
を
借
り
て
こ
の
よ
う

な
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
自
在
の
境
地
に
至
っ
て
畫
を
描
く
と
、
過
度
な
技

巧
や
人
爲
の
痕
跡
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
上
、
自
分
の
「
天
眞
」
も
容
易
に

作
品
に
表
出
で
き
る
。
朱
景
玄
が
逸
品
に
舉
げ
た
王
墨
や
李
靈
省
の
酒
に
醉
っ
た

狀
態
で
の
作
畫
に
對
し
、「
物
勢
皆
出
自
然
（
物
勢
は
皆
自
然
に
出
づ
）」、「
宛
若
神

巧
（
宛
も
神
巧
の
若
し
）」
と
評
し
た
の
も
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
酒
醉

で
の
繪
畫
創
作
は
、
も
し
首
尾
よ
く
自
分
の
「
天
眞
」
を
畫
面
上
に
表
現
し
た
な
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與
可
の
文
は
、
其
の
德
の
糟
粕
。
與
可
の
詩
は
、
其
の
文
の
毫
末
。
詩
に
盡

く
す
能
は
ず
、
溢
れ
て
書
と
爲
り
、
變
じ
て
畫
と
爲
る
。
皆
詩
の
餘
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
文
同
の
詩
文
は
彼
の
德
が
派
生
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
、
詩
に

表
現
し
盡
く
せ
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
溢
れ
て
書
と
爲
り
、
變
じ
て
畫
と
爲
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
文
同
の
墨
竹
は
、
彼
の
德
の
表
れ
の
ほ
ん
の
一
端
で
あ
る
が
、

こ
の
德
こ
そ
墨
竹
の
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
德
が
あ
る
た
め
、
戲
れ
の
繪
畫
制

作
で
あ
っ
て
も
放
縱
で
低
俗
な
品
質
の
も
の
に
陷
ら
ず
、
自
由
自
在
で
あ
り
な
が

ら
高
雅
な
品
格
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
發
想
は
、
ま
さ
に
孔
子
が
語

る
「
志
於
衟
、
據
於
德
、
依
於
仁
、
游
於
藝
。（
衟
に
志
し
、
德
に
據
り
、
仁
に
依
り
、

藝
に
游
ぶ
。）（『
論
語
』
述
而
）」
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

蘇
軾
の
墨
戲
畫
も
同
樣
で
あ
る
。「
墨
戲
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
提
起
さ
れ

た
の
は
、
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
〜
一
一
〇
五
）
が
蘇
軾
の
枯
木
竹
石
畫
の
た
め
に
書

い
た
「
東
坡
居
士
墨
戲
賦
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。

東
坡
居
士
遊
戲
於
管
城
子
楮
先
生
之
閒
、
作
枯
槎
壽
木
、
叢
篠
斷
山
、
筆
力

跌
宕
於
風
𤇆
無
人
之
境
。
蓋
衟
人
之
所
易
、
而
工
之
所
難（

（4
（

。

東
坡
居
士　

管
城
子
と
楮
先
生
の
閒
に
遊
戲
し
、
枯
槎
壽
木
、
叢
篠
斷
山
を

作
り
、
筆
力
は
風
𤇆
無
人
の
境
に
跌
宕
す
。
蓋
し
衟
人
の
易
し
と
す
る
所
、

而
し
て
工
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。

こ
こ
で
の
管
城
子
と
楮
先
生
と
は
韓
愈
の
「
毛
穎
傳
」
に
基
づ
く
筆
と
紙
の
比

喩
で
あ
る
。
黃
庭
堅
は
畫
工
と
衟
人
と
を
區
別
し
、
墨
戲
畫
は
學
識
者
や
修
養
の

高
い
人
以
外
に
は
容
易
で
は
な
い
と
述
べ
、
墨
戲
畫
を
文
人
と
密
接
に
結
び
つ
け

た
の
で
あ
る
。

文
同
や
蘇
軾
を
始
め
と
し
、
北
宋
後
朞
に
は
、
墨
戲
を
作
る
文
人
た
ち
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
畫
題
も
さ
ら
に
草
蟲
、
墨
梅
、
山
水
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
廣
が

っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、批
評
用
語
と
し
て
、墨
戲
の
ほ
か
、「
戲
墨
」
や
「
遊
戲
翰
墨
」

蘇
軾
と
い
っ
た
文
人
が
作
っ
た
墨
竹
を
代
表
と
し（
（4
（

、
そ
の
理
念
も
墨
竹
と
深
い
關

係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
墨
竹
は
唐
代
に
は
す
で
に
見
ら
れ
る
が
、鈴
木
敬
は
、

北
宋
末
近
く
に
興
っ
た
墨
竹
は
、
從
來
の
墨
竹
と
は
樣
式
や
畫
法
が
全
く
異
な
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
墨
竹
は
文
同
に
よ
り
創
始
さ
れ
、
蘇
軾
に
な
っ
て
さ
ら
に
枯

木
竹
石
と
い
っ
た
主
題
に
變
じ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
そ
こ
で
、
ま
ず
文

同
の
墨
竹
に
つ
い
て
蘇
軾
が
作
っ
た
題
詩
を
見
て
み
よ
う
。

斯
人
定
何
人
、
游
戲
得
自
在
。
詩
鳴
草
聖
餘
、

入
竹
三
昧（
（4
（

。

斯
の
人
定
め
て
何
人
や
、
游
戲
し
て
自
在
を
得
。
詩
鳴
草
聖
の
餘
、

ね
て

竹
の
三
昧
に
入
る
。

蘇
軾
は
こ
こ
で
墨
竹
を
作
る
際
の
遊
戲
自
在
の
精
神
狀
態
を
指
摘
し
、
ま
た
墨

竹
に
含
ま
れ
た
詩
的
象
徵
及
び
草
書
の
用
筆
法
も
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
後
に
墨

戲
畫
の
最
も
重
要
な
特
徵
と
さ
れ
た
。
文
同
の
墨
竹
を
作
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

蘇
軾
が
記
錄
し
た
彼
の
發
言
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

與
可
曰
、
吾
乃
者
學
衟
未
至
、
意
㊒
所
不
㊜
、
而
無
所
遣
之
、
故
一
發
於
墨

竹（
（4
（

。
與
可
曰
く
、
吾
れ
乃さ

き
に者
衟
を
學
ぶ
も
未
だ
至
ら
ず
、
意
は
㊜
は
ざ
る
所
㊒
り
、

而
し
て
之
を
遣
る
所
無
く
、
故
に
一
に
墨
竹
に
發
す
。

文
同
は
自
分
が
衟
を
十
分
に
修
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
心
に
滿
足
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
の
氣
持
ち
を
解
き
放
つ
方
法
と
し
て
墨
竹
を
描
い
て
自
分

の
感
情
を
託
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
墨
竹
は
繪
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
な

い
た
め
、
通
常
の
畫
法
や
外
的
樣
式
に
執
著
す
る
必
要
が
な
く
、
正
統
畫
家
の
畫

法
と
も
當
然
異
な
る
も
の
に
な
る
。
た
だ
し
、
文
同
の
墨
竹
は
恣
意
的
に
描
か
れ

た
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
蘇
軾
は
、

與
可
之
文
、
其
德
之
糟
粕
。
與
可
之
詩
、
其
文
之
毫
末
。
詩
不
能
盡
、
溢
而

爲
書
、
變
而
爲
畫
。
皆
詩
之
餘（

（4
（

。
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探
究
し
、
そ
れ
を
畫
面
上
に
描
き
出
す
と
い
う
過
程
で
あ
る
。
彼
ら
が
關
心
を
持

っ
て
い
る
の
は
「
遊
戲
」
に
內
在
す
る
「
衟
」、
自
ら
の
人
格
の
表
出
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
繪
畫
は
具
體
的
な
畫
法
や
畫
面
樣
式
な
ど
外
的
な
要
素

に
と
ら
わ
れ
ず
、「
法
」
な
る
も
の
は
こ
こ
で
は
も
は
や
重
要
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
と
も
言
え
る
。

繪
畫
史
の
連
續
性
か
ら
見
れ
ば
、
氣
の
む
く
ま
ま
に
筆
墨
を
驅
使
し
て
自
分

の
心
象
を
描
く
と
い
う
點
で
は
、
文
人
墨
戲
畫
の
淵
源
を
中
唐
逸
品
畫
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
文
人
墨
戲
畫
に
比
し
て
、
中
唐
逸
品
畫
は
よ
り

外
面
的
な
も
の
を
重
視
し
て
い
る
。
通
常
の
畫
法
か
ら
逸
脫
し
た
か
否
か
が
そ

の
評
價
基
準
で
あ
る
ほ
か
に
、
偶
發
的
な
畫
面
効
果
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

よ
う
な
制
作
行
爲
も
重
要
な
特
徵
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
中
唐
逸

品
畫
は
繪
畫
史
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
畫

法
の
革
新
よ
り
、
む
し
ろ
繪
畫
觀
の
轉
換
こ
そ
繪
畫
史
を
進
展
さ
せ
る
根
本
的

要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
畫
法
や
畫
面
樣
式
が
新
し
い
繪
畫
觀
に
應
じ
て
變
化

し
て
い
く
。
北
宋
の
文
人
が
提
唱
し
た
墨
戲
は
、
ま
さ
に
作
畫
の
意
圖
及
び
鑑

賞
方
法
か
ら
、
傳
統
的
繪
畫
觀
の
基
盤
を
搖
る
が
し
、
繪
畫
に
新
た
な
思
想
を

付
與
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
同
じ
水
墨
技
法
を
用
い
た
自
由
な

性
格
を
持
つ
中
唐
逸
品
畫
も
再
び
㊟
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。�

五
、
鄧
椿
に
よ
る
逸
品
の
再
解
釋

北
宋
末
に
生
ま
れ
た
鄧
椿
（
約
一
一
〇
九
〜
一
一
八
〇
）
は
、
代
々
高
官
の
家
系

で
あ
り
、
彼
の
家
は
優
れ
た
書
畫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。
そ

の
關
係
で
鄧
椿
も
幼
い
頃
か
ら
繪
畫
に
强
い
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
靖
康
の
變
の

際
に
（
一
一
二
七
年
頃
）
蜀
に
歸
し
、
當
地
の
寺
院
壁
畫
や
收
藏
家
の
書
畫
を
數

多
く
實
見
す
る
こ
と
も
で
き
た（

（4
（

。
晚
年
、
鄧
椿
は
北
宋
中
後
朞
か
ら
南
宋
初
朞
の

と
い
っ
た
言
い
方
も
よ
く
見
ら
れ
る（

（4
（

。

墨
戲
畫
の
作
者
は
槪
ね
文
人
で
あ
る
が
、
北
宋
朞
の
文
人
の
繪
畫
制
作
は
單
な

る
墨
戲
畫
だ
け
で
は
な
く
、
正
統
畫
に
關
與
す
る
人
物
も
少
な
く
な
い
。
徽
宗
畫

院
に
勤
め
て
い
た
畫
家
韓
拙
（
生
沒
年
不
詳
）
は
文
人
の
繪
畫
制
作
を
大
き
く
墨

戲
畫
と
正
統
畫
と
い
う
二
種
に
分
け
た
。
彼
が
正
統
畫
に
舉
げ
た
畫
家
に
は
、
郭

熙
の
よ
う
な
宮
廷
畫
家
が
い
る
一
方
、
李
公
麟
（
一
〇
四
九
〜
一
一
〇
六
）
や
王
詵

（
一
〇
四
八
〜
一
一
〇
四
）
と
い
っ
た
高
名
な
文
人
も
い
る（
（4
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
畫
法
を
守
っ
た
上
で
作
ら
れ
た
正
統
畫
が
戲
畫
に
數
え
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
る
。
例
え
ば
、北
宋
末
の
董
逌
（
約
一
〇
七
一
〜
一
一
三
八
）
が
李
公
麟
の
「
霤

山
圖
」
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
言
說
が
あ
る
。

嘗
以
筆
墨
爲
游
戲
。
不
立
寸
度
、
放
情
蕩
意
、
遇
物
則
畫
。
初
不
計
其
姸
蚩

得
失
、
至
其
成
功
、
則
無
毫
髮
遺
恨
。
此
殆
進
技
於
衟
而
天
機
自
張
者
邪（

（4
（

。

（
李
公
麟
）
嘗
に
筆
墨
を
以
て
游
戲
と
爲
す
。
寸
度
を
立
て
ず
、
情
を
放
ち
意

を
蕩

ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
物
に
遇
へ
ば
則
ち
畫
く
。
初
め
よ
り
其
の
姸
蚩
得
失
を
計

ら
ざ
る
も
、
其
の
成
功
に
至
れ
ば
、
則
ち
毫
髮
の
遺
恨
無
し
。
此
れ
殆
ど
技

を
衟
に
進
め
て
天
機
自
ら
張
る
者
な
ら
ん
や
。

李
公
麟
は
常
々
戲
れ
の
よ
う
に
繪
を
描
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
完
成
し
た
作
品

は
常
軌
を
逸
す
る
こ
と
は
な
く
、
精
緻
で
優
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
は
彼
が
繪
畫
の
技
法
を
完
全
に
會
得
し
て
自
分
と
一
體
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

ほ
し
い
ま
ま
に
描
い
て
も
對
象
物
の
形
象
に
合
致
し
て
い
る
上
、
自
分
の
天
性
も

損
な
わ
ず
、
自
然
に
畫
面
上
に
表
出
で
き
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
技
を
衟
に

進
め
り
」
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
以
筆
墨
爲
游
戲
」

は
、
戲
れ
の
作
畫
行
爲
自
體
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
作
者
の
自
由
な

精
神
狀
態
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、北
宋
の
墨
戲
創
作
は
文
人
で
あ
る
作
者
が
自
分
の
內
面
に
向
か
い
、
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繪
畫
史
を
記
述
す
る
際
に
、
再
び
「
逸
品
」
を
持
ち
出
し
て
新
た
な
意
味
を
付
與

し
た
。
そ
の
著
述
『
畫
繼
』（
一
一
六
八
年
序
）
の
成
立
年
代
は
南
宋
の
初
め
で
あ

る
が
、
鄧
椿
の
生
涯
及
び
著
述
の
理
念（

（5
（

か
ら
見
る
と
、
彼
の
考
え
は
北
宋
末
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
振
り
﨤
っ
て
北
宋
の

逸
品
の
特
徵
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

鄧
椿
は
『
畫
繼
』
卷
九
「
論
遠
」
の
冐
頭
に
、
ま
ず
「
畫
者
、
文
之
極
也
。（
畫

な
る
者
は
、
文
の
極
な
り
。）」
と
、
繪
畫
を
定
義
し
て
い
る
。
文
人
は
こ
の
「
文
」

の
代
表
と
さ
れ
、
繪
畫
は
文
人
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

續
い
て
、
鄧
椿
は
郭
若
虛
の
氣
韻
生
知
論
（
作
品
の
優
劣
は
畫
家
の
生
得
的
な
氣
韻
、

つ
ま
り
人
格
に
よ
る
こ
と
）
の
言
說
を
引
用
し
つ
つ
、
畫
家
の
氣
韻
を
重
要
視
す
る

と
同
時
に
、
描
か
れ
た
對
象
物
の
氣
韻
を
上
手
く
表
現
で
き
る
こ
と
も
强
調
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
高
雅
な
人
格
を
持
っ
て
い
る
人
こ
そ
對
象
物
の
氣
韻
を
察

知
し
て
そ
れ
を
描
寫
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、
優
れ
た
繪
畫
の
作
者

を
敎
養
の
高
い
文
人
の
み
に
限
定
し
た（

（5
（

。
次
に
、繪
畫
品
評
の
內
容
を
見
て
い
く
。

自
昔
鑒
賞
家
分
品
㊒
三
、
曰
神
、
曰
妙
、
曰
能
。
獨
唐
朱
景
眞
撰
『
唐
賢
畫

錄
』、
三
品
之
外
更
增
逸
品
。
其
後
黃
休
復
作
『
益
州
名
畫
記
』、
乃
以
逸
爲

先
、
而
神
妙
能
次
之
。
景
眞
雖
云
「
逸
格
不
拘
常
法
、
用
表
賢
愚
」、
然
逸

之
高
、
豈
得
附
於
三
品
之
末
。
未
若
休
復
首
推
之
爲
當
也
。

昔
よ
り
鑒
賞
家
は
品
を
分
く
る
に
三
㊒
り
、
神
と
曰
ひ
、
妙
と
曰
ひ
、
能
と

曰
ふ
。
獨
り
唐
の
朱
景
眞
『
唐
賢
畫
錄
』
を
撰
し
、
三
品
の
外
に
更
に
逸
品

を
增
す
。
其
の
後
に
黃
休
復
『
益
州
名
畫
記
』
を
作
り
、
乃
ち
逸
を
以
て
先

と
爲
し
、
而
し
て
神
妙
能
之
に
次
ぐ
。
景
眞
「
逸
格
は
常
法
に
拘
ら
ず
、
用

て
賢
愚
を
表
す
」
と
云
ふ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
逸
の
高
き
こ
と
は
、
豈
に
三

品
の
末
に
附
す
る
を
得
ん
や
。
未
だ
休
復
首
め
て
之
を
推
す
こ
と
當
と
爲
す

に
若
か
ざ
る
な
り
。

こ
こ
か
ら
、
鄧
椿
が
意
圖
す
る
「
逸
品
」
は
、
朱
景
玄
の
言
う
「
不
拘
常
法
」

の
畫
風
と
黃
休
復
の
唱
え
た
最
高
位
の
格
付
け
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
㊟
意
す
べ
き
は
、
鄧
椿
は
朱
景
玄
の
說
を
少
し
改
め
て

い
る
點
で
あ
る
。『
唐
朝
名
畫
錄
』
の
序
文
に
語
ら
れ
る
「
直
以
能
畫
定
其
品
格
、

不
計
其
冠
冕
賢
愚
。（
直
だ
畫
を
能
く
す
る
を
以
て
其
の
品
格
を
定
め
、
其
の
冠
冕
賢
愚

を
計
ら
ず
。）」の
よ
う
に
、す
な
わ
ち
、朱
景
玄
の
理
念
は
、作
者
の
人
格
を
問
わ
ず
、

繪
畫
を
繪
畫
と
し
て
評
價
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、鄧
椿
は
彼
の「
其

格
外
㊒
不
拘
常
法
、
又
㊒
逸
品
、
以
表
其
優
劣
也
。（
其
の
格
外
に
常
法
に
拘
ら
ざ

る
㊒
り
、
又
逸
品
㊒
り
、
以
て
其
の
優
劣
を
表
す
な
り（

（5
（

。）」
と
い
う
言
說
を
引
用
し
た

際
、「
優
劣
」
と
い
う
言
葉
を
「
賢
愚
」
に
置
き
換
え
、「
賢
愚
」
と
い
う
畫
家
の

人
格
を
基
準
と
し
て
作
品
の
優
劣
を
評
價
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

彼
は
「
予
作
此
錄
、
獨
推
高
雅
二
門
。（
予
此
の
錄
を
作
る
に
、
獨
り
高
雅
の
二
門
を

推
す
の
み
。）」
と
述
べ
、「
高
雅
」
と
い
う
文
人
の
上
質
で
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
さ

ら
に
强
調
し
て
い
る
。
反
面
、
こ
の
發
言
の
直
後
に
、
鄧
椿
は
黃
休
復
が
逸
格
に

舉
げ
た
孫
位
と
彼
を
模
倣
し
た
景
朴
の
繪
畫
と
の
比
較
を
例
と
し
、
景
朴
は
孫
位

を
模
倣
し
て
い
る
が
、
意
圖
的
に
怪
奇
な
形
象
を
作
る
た
め
、
孫
位
に
遠
く
及
ば

な
い
と
評
し
て
い
る（

（5
（

。

つ
ま
り
、
鄧
椿
は
自
分
の
再
構
築
し
た
「
逸
品
」
に
朱
景
玄
と
黃
休
復
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
、
繪
畫
に
お
け
る
「
文
」
の
要
素
及
び
畫
家
の

人
格
を
强
調
し
た
上
で
、
逸
品
を
創
出
し
う
る
の
は
創
作
に
お
い
て
高
雅
を
辨
え

て
怪
奇
に
流
れ
る
こ
と
の
な
い
文
人
に
限
ら
れ
る
と
し
、「
逸
品
」
を
繪
畫
の
最

高
位
に
舉
げ
た
。
從
来
の
硏
究
は
槪
ね
鄧
椿
の
こ
の
言
說
を
踏
襲
し
て
、
逸
品
の

意
味
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
朱
・
黃
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
た
逸
品
が
同
一

視
さ
れ
、
唐
・
宋
の
逸
品
も
ひ
と
つ
の
範
疇
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
鄧
椿
が
景
朴
の
畫
を
評
し
た
「
怪（
（5
（

」
と
い
う
特
徵
は
、
逸
品
畫
風
の
規

範
か
ら
逸
脫
す
る
側
面
が
極
端
に
な
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
逸
品
畫
の
系
譜

に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

畫
之
逸
格
、
至
孫
位
極
矣
。
後
人
徃
徃
益
爲
狂
肆
。
石
恪
・
孫
太
古
猶
之
可

也
、
然
未
免
乎
麄
鄙
。
至
貫
休
・
雲
子
輩
、
則
又
無
所
忌
憚
者
也
。
意
欲
高

而
未
嘗
不
卑
、
實
斯
人
之
徒
歟
。

畫
の
逸
格
、
孫
位
に
至
り
て
極
ま
れ
り
。
後
人
徃
徃
に
し
て
益
ま
す
狂
肆
を

爲
す
。
石
恪
・
孫
太
古
（
孫
知
微
）
猶
ほ
之
れ
可
な
り
、
然
れ
ど
も
未
だ
麄

鄙
を
免
れ
ず
。
貫
休
・
雲
子
（
趙
雲
子
）
の
輩
に
至
り
て
は
、
則
ち
又
忌
憚

す
る
所
無
き
者
な
り
。
意
は
高
か
ら
ん
と
欲
す
る
も
未
だ
嘗
て
卑
か
ら
ず
ん

ば
あ
ら
ず
、
實
に
斯
の
人
の
徒
な
る
か
。

鄧
椿
は
逸
品
を
稱
贊
す
る
も
の
の
、全
面
的
に
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

彼
は
逸
品
畫
の
系
譜
に
畫
家
五
人
を
舉
げ
た
が
、
逸
品
と
公
認
さ
れ
た
孫
位
以
外

の
四
人
を
あ
ま
り
評
價
し
て
い
な
い
。
こ
の
四
人
は
意
圖
的
に
「
逸
」
を
求
め
る

あ
ま
り
、
逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
鄧
椿
は
考
え
た
。
石
恪
と
孫
知
微
の
繪
畫
は

や
や
卑
俗
で
あ
る
一
方
、
貫
休
と
趙
雲
子
は
さ
ら
に
憚
る
こ
と
な
く
放
縱
で
あ
る

と
評
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
鄧
椿
は
こ
の
四
人
を
逸
品
畫
風
の
流
れ
に
數
え
た
が
、

北
宋
に
は
こ
の
よ
う
な
見
解
は
見
出
せ
な
い
。
先
行
硏
究
は
よ
く
石
恪
や
貫
休
を

手
が
か
り
と
し
て
逸
品
畫
風
の
特
徵
を
檢
討
し
て
い
る
が（

（5
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、
こ
れ
も
鄧
椿
の
發
言

に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

品
第
法
に
よ
る
繪
畫
批
評
は
、
評
者
の
嗜
好
に
よ
っ
て
基
準
も
異
な
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
作
品
自
體
の
優
劣
よ
り
作
者
の
人
格
が
重
要
と
さ
れ
、
そ
の
評
價

の
基
準
も
さ
ら
に
主
觀
化
し
て
曖
昧
に
な
っ
た
。
加
え
て
評
價
對
象
と
し
た
眞
跡

の
散
逸
に
よ
っ
て
作
品
を
實
見
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
た
め（

（5
（

、
品
第
と
い
う

批
評
手
法
が
衰
え
て
い
き
、「
逸
品
」
も
「
逸
神
妙
能
」
の
四
品
等
の
體
系
か
ら

離
れ
て
獨
立
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
、
鄧
椿
は
「
狂
肆
」
や
「
麄
鄙
」
と
い
っ
た

要
素
を
除
去
し
、
よ
り
一
層
文
人
の
趣
味
に
合
わ
せ
た
「
逸
品
」
を
作
り
出
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
逸
品
を
最
上
位
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
人
畫
の
最
高

地
位
も
確
立
し
た
と
言
え
る
。
北
宋
以
後
、「
逸
品
」
は
高
逸
や
隱
逸
の
人
と
な

り
を
示
す
象
徵
と
し
て
使
い
繼
が
れ
て
お
り
、
逸
品
畫
も
文
人
畫
と
同
一
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。こ
れ
は
鄧
椿
の
發
言
の
持
つ
大
き
な
意
義
で
あ
ろ
う
。�

お
わ
り
に

中
唐
時
代
は
繪
畫
の
主
題
や
技
法
が
大
き
く
轉
換
し
た
時
朞
で
あ
る
。「
不
拘

常
法
」
の
「
逸
品
」
は
、
ま
さ
に
盛
唐
の
正
統
畫
の
爛
熟
朞
の
後
を
承
け
て
、
そ

の
固
定
化
し
て
類
型
に
陷
り
つ
つ
あ
っ
た
畫
風
を
打
破
す
る
た
め
に
打
ち
立
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
潑
墨
は
水
墨
技
法
の
發
逹
を
促
し
、
畫
法
の

重
心
も
徐
々
に
着
色
か
ら
水
墨
へ
と
移
っ
て
い
く
。

從
來
、
朱
景
玄
が
提
言
し
た
「
逸
品
」
は
黃
休
復
が
唱
え
た
「
逸
格
」
と
、
そ

の
理
念
は
一
致
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
論
の
分
析
に
よ
っ
て
兩
者

は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
朙
白
に
な
っ
た
。
潑
墨
と
い
っ
た
特
異
な
畫
法
を

特
徵
と
す
る
朱
景
玄
の
言
う
「
逸
品
」
に
比
し
て
、
黃
休
復
は
依
然
と
し
て
評
價

の
重
心
を
筆
法
に
置
い
た
。
彼
が
品
等
の
最
上
位
に
舉
げ
た
「
逸
格
」
は
、
朱
景

玄
の
批
評
體
系
に
お
け
る
「
神
品
上
」
に
據
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
そ
の
「
逸
品
」

の
新
奇
な
性
格
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
逸
品
」
は
超
逸
で
あ

る
一
方
、
放
逸
の
面
も
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
規
範
か
ら
極
端
に
逸
脫
す
れ
ば
、

放
縱
で
出
來
映
え
の
惡
い
作
品
に
陷
り
や
す
い
た
め
、
劉
衟
醇
が
「
逸
品
」
と
い

う
評
語
を
避
け
て
、
そ
れ
の
持
つ
兩
面
性
に
對
し
て
「
絕
格
」
と
「
末
品
」
と
い

う
對
に
な
る
評
語
を
創
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
宋
に
は
、
中
唐
逸
品

畫
の
よ
う
な
畫
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
作
品
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
「
逸



北
宋
繪
畫
論
に
お
け
る
「
逸
品
」
の
變
容

八
五

品
」
と
ラ
ン
ク
付
け
す
る
言
說
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
硏
究
者
は
、
樣
式
上
に
共
通
點
が
あ
る
た
め
、
北
宋
の
文
人
墨
戲

畫
は
中
唐
の
逸
品
畫
か
ら
生
じ
て
發
展
し
て
き
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
本

論
の
考
察
を
通
じ
て
、兩
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
性
格
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

中
唐
の
逸
品
畫
家
が
よ
り
外
的
な
面
に
目
を
向
け
た
の
に
對
し
て
、
北
宋
の
墨
戲

畫
は
文
人
自
己
の
內
面
の
自
由
な
表
出
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
戲
れ
の
作
品
は
、

正
統
繪
畫
と
完
全
に
乖
離
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
正
統
と
逸
脫
の
閒
で
微
妙
な

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
は
作
者
の

人
格
及
び
敎
養
で
あ
る
。
む
し
ろ
文
人
の
關
與
に
よ
っ
て
繪
畫
が
格
上
げ
さ
れ
て

い
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
畫
法
の
端
緖
と
さ
れ
る
中
唐
逸
品
畫
も
再
び
㊟
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
、
黃
休
復
が
逸
品
を
品
等
の
首
位
に
置
い
た
の
と
同
時
に
、
逸
品
の

繪
畫
批
評
に
お
け
る
最
も
尊
重
さ
れ
る
地
位
も
確
立
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か

し
、
本
論
の
考
察
に
よ
っ
て
、
逸
品
へ
の
推
稱
は
北
宋
末
・
南
宋
初
の
鄧
椿
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
鄧
椿
は
朱
景
玄
と
黃
休
復
の
逸
品
を

結
合
さ
せ
、
特
異
な
畫
風
を
持
つ
逸
品
を
最
上
位
に
格
付
け
し
た
上
で
、
極
端
に

走
っ
て
生
じ
た
「
狂
怪
」
の
要
素
を
排
除
し
、
さ
ら
に
そ
の
作
者
を
文
人
に
限
定

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
「
逸
品
」
を
再
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
鄧
椿
の
言
說
を
受

け
て
從
来
の
多
く
の
硏
究
は
朱
・
黃
の
考
え
た
逸
品
を
同
一
に
扱
い
、
逸
品
畫
の

特
徵
と
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
代
の
逸
品
と
北
宋
の
逸
品
と
は
、
名
稱
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
考

え
や
理
念
は
幾
度
か
變
わ
っ
て
い
っ
た
。こ
う
し
た「
逸
品
」の
變
容
過
程
の
中
に
、

作
品
自
體
か
ら
作
者
の
人
格
へ
と
い
う
繪
畫
の
評
價
基
準
を
左
右
す
る
要
素
の
變

遷
が
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
逸
品
畫
は
文
人
の
作
と
し
て
定
着
し
て
い
き
、

文
人
逸
品
畫
は
後
世
の
繪
畫
理
論
の
展
開
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
北
宋
朞
に
起
こ
っ
た「
逸
品
」の
變
容
が
持
つ
大
き
な
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。

㊟
（
１
）　

李
嗣
眞
は
詩
書
畫
に
そ
れ
ぞ
れ
品
第
法
を
用
い
た
批
評
書
を
著
し
た
が
、『
書
後

品
』
の
み
が
現
存
す
る
（
張
彥
遠
『
法
書
要
錄
』
卷
三
に
收
め
ら
れ
て
い
る
）。
彼

が
書
の
逸
品
に
舉
げ
た
五
人
に
與
え
た
評
語
に
は
「
古
今
妙
絕
」、「
皆
可
稱
曠
代
絕

作
」、「
超
然
逸
品
」
と
あ
る
か
ら
、
李
嗣
眞
の
考
え
た
「
逸
品
」
は
極
め
て
優
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
李
嗣
眞
の
繪
畫
論
に
つ
い
て

は
、
島
田
修
二
郞
「
李
嗣
眞
の
畫
論
書
」（『
中
國
繪
畫
史
硏
究
』、
中
央
公
論
美
術

出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
參
照
。

（
２
）　 

『
唐
朝
名
畫
錄
』
序
に
は
「
以
張
懷
瓘
『
畫
品
』
斷
神
妙
能
三
品
、
定
其
等
格
、

上
中
下
又
分
爲
三
。
其
格
外
㊒
不
拘
常
法
、
又
㊒
逸
品
、
以
表
其
優
劣
也
。」
と
あ

る
。
ま
た
、
同
書
「
逸
品
・
張
志
和
」
の
最
後
に
は
、「
此
三
人
非
畫
之
本
法
、
故

目
之
爲
逸
品
。
蓋
歬
古
未
之
㊒
也
、
故
書
之
。」
と
あ
る
。
以
下
、『
唐
朝
名
畫
錄
』

は
王
氏
畫
苑
本
を
用
い
る
。

（
3
）　

島
田
修
二
郞
「
逸
品
畫
風
に
つ
い
て
」（
歬
揭
㊟
（
１
）
島
田
書
、
初
出
は
『
美

術
硏
究
』
一
六
一
、
一
九
五
一
年
）

（
4
）　

重
要
な
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
鈴
木
敬
『
中
國
繪
畫
史
』
上
卷
、
特
に
第
四
章
・

第
五
章
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
小
川
裕
充
「
唐
宋
山
水
畫
史
に
お
け
る

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（
上
）（
中
）（
下
）（『
國
華
』
一
〇
三
四
・
一
〇
三
五
・
一

〇
三
六
號
、
一
九
八
〇
年
）、
古
原
宏
伸
「
唐
朝
後
半
朞
に
お
け
る
逸
格
水
墨
畫
風

の
成
立
と
そ
の
展
開
」（『
中
國
文
化
叢
書
』
七
『
藝
術
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
七

一
年
）、
中
田
勈
次
郞
「
逸
格
の
藝
術
」（『
大
手
歬
女
子
大
學
論
集
』
第
十
二
號
、

一
九
七
八
年
）、
徐
復
觀
「
逸
格
地
位
的
奠
定
」（『
中
國
藝
術
精
神
』
第
七
章
、
臺

北
：
學
生
書
局
、
一
九
七
六
年
）、
韋
賓
「『
益
州
名
畫
錄
』
非
黃
休
復
作
考
」（『
宋

元
畫
學
硏
究
』、
甘
肅
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
舉
げ
ら
れ
る
。
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（
5
）　

張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
卷
二
「
論
畫
體
工
用
拓
寫
」
に
は
「
不
見
筆
蹤
、
故
不

謂
之
畫
、
如
山
水
家
㊒
潑
墨
亦
不
謂
之
畫
。」
と
い
う
㊒
名
な
發
言
が
あ
る
。
以
下
、

『
歷
代
名
畫
記
』
は
津
逮
祕
書
本
を
用
い
る
。

（
6
）　

王
墨
の
作
畫
に
つ
い
て
は
、『
唐
朝
名
畫
錄
』
逸
品
・
王
墨
條
に
は
「
凢
欲
畫
圖

障
、
先
飮
。
醺
酣
之
後
、

以
墨
潑
、
或
笑
或
吟
、
脚
蹙
手
抹
、
或
揮
或
掃
、
或
淡

或
濃
、
隨
其
形
狀
、
爲
山
爲
石
、
爲
雲
爲
水
、
應
手
隨
意
、
倏
若
造
化
。」
と
あ
る
。

張
志
和
の
繪
畫
制
作
に
關
す
る
記
述
は
、
顏
眞
卿
が
彼
の
た
め
に
書
い
た
碑
文
に

「
性
好
畫
山
水
、
皆
因
酒
酣
乘
興
、
擊
鼓
吹
笛
、
或
閉
目
、
或
背
面
、
舞
筆
飛
墨
、

應
節
而
成
。」（「
浪
跡
先
生
玄
眞
子
張
志
和
碑
」、『
顏
魯
公
文
集
』
卷
九
、
四
部
叢

刊
本
）
と
あ
り
、
王
墨
と
同
じ
よ
う
な
振
る
舞
い
で
作
畫
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
李

靈
省
に
關
す
る
文
獻
は
少
な
い
が
、
朱
景
玄
の
記
載
「
但
以
酒
生
思
、
傲
然
自
得
。

（
中
略
）
若
畫
山
水
竹
樹
、
皆
一
點
一
抹
、
便
得
其
象
。」
に
よ
る
と
、
彼
も
酒
に
よ

っ
て
發
想
を
湧
か
せ
、
一
點
一
畫
で
山
水
の
形
象
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
見
れ
ば
、
傳
統
的
な
畫
法
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　

張
彥
遠
は
王
墨
（
王
默
）
に
つ
い
て
「
風
顛
酒
狂
、
畫
松
石
山
水
、
雖
乏
高
奇
、

流
俗
亦
好
。
醉
後
以
頭
髻
取
墨
、
抵
於
絹
畫
。」
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
繪
畫
制
作

や
振
る
舞
い
は
た
だ
世
俗
の
好
み
に
迎
合
し
た
だ
け
で
あ
る
と
批
判
し
た
（『
歷
代

名
畫
記
』
卷
十
・
王
默
條
）。
ま
た
、
小
川
に
は
中
唐
の
潑
墨
畫
家
の
創
作
に
は
觀

者
の
存
在
が
不
可
缺
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
歬
揭
㊟
（
４
）
小
川
論
文
、
特

に
上
篇
の
記
述
を
參
照
。

（
8
）　

歬
揭
㊟
（
３
）
島
田
論
文
、
一
〇
頁
。
ま
た
、
張
璪
は
、『
唐
朝
名
畫
錄
』
で
は

「
張
藻
」
に
作
る
。

（
9
）　
『
益
州
名
畫
錄
』
は
王
氏
畫
苑
本
を
用
い
る
。

（
10
）　

歬
揭
㊟
（
３
）
島
田
論
文
、
歬
揭
㊟
（
４
）
鈴
木
書
・
古
原
論
文
參
照
。

（
11
）　

歬
揭
㊟
（
４
）
鈴
木
書
、
特
に
一
五
二
頁
、
歬
揭
㊟
（
４
）
古
原
論
文
、
特
に
七

三
頁
の
記
述
を
參
照
。

（
12
）　
「
逸
」
と
「
精
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
文
理
「
中
國
藝
術
に
お
け
る

「
精
」」（『
中
國
思
想
に
お
け
る
美
・
氣
・
忌
・
死
』（
科
學
硏
究
費
補
助
金
基
盤
硏

究
（
Ａ
）「〈
醜
〉
と
〈
排
除
〉
の
感
性
論
―
否
定
美
の
力
學
に
關
す
る
基
盤
硏
究

―
」
硏
究
報
吿
書
、
二
〇
〇
八
年
）
參
照
。

（
13
）　
「
衣
紋
稠
疊
」
の
曹
畫
と
「
衣
紋

略
」
の
吳
畫
と
は
、
佛
畫
や
羅
漢
圖
を
描
く

際
の
兩
種
の
衣
紋
の
描
き
方
で
あ
る
。
そ
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
曹
仲
逹

（
北
齊
）
と
吳
衟
玄
（
唐
）
と
さ
れ
る
。
郭
若
虛
『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
一
「
論
曹
吳

體
法
」
に
詳
說
が
あ
る
。
以
下
、『
圖
畫
見
聞
誌
』
は
津
逮
祕
書
本
を
用
い
る
。

（
14
）　
『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
二
・
孫
遇
條
。
孫
遇
は
孫
位
の
別
名
で
あ
る
。

（
15
）　
『
唐
朝
名
畫
錄
』
神
品
上
・
吳
衟
玄
條
「
凢
圖
圓
光
皆
不
用
尺
度
規
畫
、
一
筆
而

成
。」、『
歷
代
名
畫
記
』
卷
二
「
論
顧
陸
張
吳
用
筆
」「（
吳
衟
玄
）
彎
弧
挺
刄
、
植

柱
構
梁
、
不
假
界
筆
直
尺
。」

（
16
）　
『
歷
代
名
畫
記
』
卷
一
「
論
畫
之
六
法
」「（
吳
衟
玄
）
筆
跡
磊
落
、
遂
恣
意
於
墻

壁
。
其
細
畫
又
甚
稠
密
、
此
神
異
也
。」

（
17
）　
『
唐
朝
名
畫
錄
』
神
品
上
・
吳
衟
玄
條
「
又
數
處
圖
壁
、
只
以
墨
蹤
爲
之
、
近
代

莫
能
加
其
綵
繪
。」、『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
一
「
論
吳
生
設
色
」「
落
筆
雄
勁
、
而
傅
彩

淡
。」

（
18
）　
『
唐
朝
名
畫
錄
』
序
「
惟
吳
衟
子
、
天
縱
其
能
、
獨
步
當
世
。」
ま
た
、
同
書
神
品

上
・
吳
衟
玄
條
「
凢
畫
人
物
、
佛
像
、
神
鬼
、
禽
獸
、
山
水
、
臺
殿
、
草
木
、
皆
冠

絕
於
世
、
國
朝
第
一
。」

（
19
）　

上
㊟
參
照
。

（
20
）　

陳
師
衟
『
後
山
叢
談
』
卷
一
、
學
海
類
編
本
。

（
21
）　

島
田
は
朱
景
玄
と
黃
休
復
の
逸
品
を
同
一
視
し
、
逸
品
畫
風
の

略
な
描
寫
と
吳

衟
玄
の

疏
の
體
と
は
同
種
の
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
歬
揭
㊟
（
３
）

島
田
論
文
、
九
頁
・
一
四
頁
）。
し
か
し
、
鈴
木
敬
と
戶
田
禎
佑
の
よ
う
に
、
孫
位

の
畫
風
は
吳
衟
玄
の
粗
放
體
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
歬



北
宋
繪
畫
論
に
お
け
る
「
逸
品
」
の
變
容

八
七

は
逸
品
畫
の
作
法
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　
「
張
素
敗
壁
」
と
は
、
崩
れ
た
壁
に
素
絹
を
張
っ
て
壁
の
凸
凹
に
よ
っ
て
生
じ
た

影
を
利
用
し
て
山
水
を
描
く
方
法
。
沈
括
『
夢
溪
筆
談
』
卷
十
七
「
書
畫
」
に
あ
る

宋
迪
の
記
述
を
參
照
。

（
32
）　
（
郭
熙
）
遂
令
圬
者
不
用
泥
掌
、
止
以
手
槍
泥
於
壁
。
或
凹
或
凸
、
俱
所
不
問
。

乾
則
以
墨
隨
其
形
跡
、
暈
成
峯
巒
林
壑
、
加
之
樓
閣
人
物
之
屬
。
宛
然
天
成
、
謂
之

影
壁
。（
中
略
）
此
宋
復
古
（
宋
迪
）
張
素
敗
壁
之
餘
意
也
。（
鄧
椿
『
畫
繼
』
卷
九

「
論
遠
」）
以
下
、『
畫
繼
』
は
津
逮
祕
書
本
を
用
い
る
。

（
33
）　
『
四
庫
全
書
總
目
』
の
『
宋
朝
名
畫
評
』
の
條
に
は
、「
案
朱
景
元
名
畫
錄
分
神
妙

能
逸
四
品
。
而
此
仍
從
張
懷
瓘
例
、
僅
分
三
品
。
殆
謂
神
品
足
以
該
逸
品
、
故
不
再

加
分
析
。
抑
或
無
其
人
以
當
之
、
姑
虛
其
等
也
。」
と
あ
る
。（
王
氏
畫
苑
本
は
書
名

を
『
聖
朝
名
畫
評
』
に
作
る
。）

（
34
）　
『
五
代
名
畫
補
遺
』
人
物
門
・
能
品
、
陸
晃
條
、
王
氏
畫
苑
本
。

（
35
）　
「
書
張
長
史
草
書
」、『
東
坡
題
跋
』
卷
四
、
津
逮
祕
書
本
。

（
36
）　

例
え
ば
、
李
肈
『
唐
國
史
補
』
卷
上
に
「
旭
飮
酒
輒
草
書
、
揮
筆
而
大
叫
、
以
頭

揾
水
墨
中
而
書
之
、
天
下
呼
爲
張
顛
。」（
津
逮
祕
書
本
）
と
あ
る
。

（
37
）　

蘇
軾
の
「
天
眞
」
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
文
理
「
蘇
東
坡
の
繪
畫
論
と
『
東
坡
易

傳
』」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
二
號
、
一
九
九
〇
年
）
參
照
。
ま
た
、
酒
と

書
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
矢
淵
孝
良
「
蘇
軾
の
酒
と
藝
術
」（
一
）（『
言
語
文
化

論
叢
』（
七
）、
二
〇
〇
三
年
）
參
照
。

（
38
）　

歬
揭
㊟
（
３
）
島
田
論
文
、
西
上
勝
「
墨
戲
に
つ
い
て
」（『
山
形
大
學
紀
要
』（
人

文
科
學
）
第
十
七
朞
、
二
〇
一
一
年
）
參
照
。

（
39
）　

宇
佐
美
文
理
に
も
、「
で
き
あ
が
っ
た
形
象
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
の
を
基
調
と
す
る
も

の
に
、
中
唐
以
來
の
「
逸
品
畫
風
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
東
坡
を
中
心
と
す
る
「
文

人
畫
」
と
は
、
考
え
方
を
異
に
す
る
別
の
流
れ
で
あ
る
。」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
歬
揭
㊟
（
37
）
宇
佐
美
論
文
の
㊟
十
五
參
照
）

揭
㊟
（
４
）
鈴
木
書
、
一
五
一
頁
、
戶
田
禎
佑
「
五
代
・
北
宋
の
墨
竹
」（『
美
術

史
』
四
十
六
、
一
九
六
二
年
）
五
四
頁
の
記
述
を
參
照
。

（
22
）　

童
益
は
、『
圖
畫
見
聞
誌
』、『
宣
和
畫
譜
』
で
は
「
童
仁
益
」
に
作
る
。

（
23
）　

祥
符
中
、
於
愚
茅
亭
圖
水
石
六
堵
、
謂
愚
曰
、
時
輩
皆
云
、
彈
琴
非
是
樂
、
寫
眞

非
是
畫
、
是
耶
非
耶
、
請
爲
言
之
。
愚
對
曰
（
後
略
）。

（
24
）　
『
茅
亭
客
話
』
卷
十
「
小
童
處
士
」、
津
逮
祕
書
本
。

（
25
）　
『
論
語
』
八
佾
「
子
謂
韶
、
盡
美
矣
、
又
盡
善
也
。
謂
武
、
盡
美
矣
、
未
盡
善
也
。」

（
26
）　

吳
衟
玄
の
畫
風
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
㊟
（
４
）
鈴
木
書
、
六
一
〜
六
九
頁
、
米
澤

嘉
圃
「
雲
中
麒
麟
圖
―
吳
衟
子
の
畫
風
を
偲
ん
で
―
」（『
國
華
』
一
〇
七
八
號
、
一

九
八
四
年
）
參
照
。

（
27
）　
『
益
州
名
畫
錄
』
神
格
「
大
凢
畫
藝
、
應
物
象
形
。
其
天
機
迥
高
、
思
與
神
合
、

創
意
立
體
、
妙
合
化
權
。
非
謂
開
厨
已
走
、
拔
壁
而
飛
。
故
目
之
曰
神
格
爾
。」
ま

た
、
同
書
「
神
格
」
に
舉
げ
ら
れ
た
趙
公
祐
、
范
瓊
の
記
述
を
參
照
。

（
28
）　

蘇
轍
は
吳
衟
玄
の
作
品
と
黃
休
復
が
逸
品
と
神
品
そ
れ
ぞ
れ
に
舉
げ
た
畫
家
の

作
品
を
比
較
し
て
、「
蓋
衟
子
之
迹
、
比
范
（
范
瓊
）・
趙
（
趙
公
祐
）
爲
奇
、
而
比

孫
遇
爲
正
、
其
稱
畫
聖
、
抑
以
此
耶
。」
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
正
統
畫
風
を
持
つ

吳
衟
子
と
比
較
す
れ
ば
、
孫
位
の
畫
風
は
さ
ら
に
「
奇
」
と
い
う
特
徵
が
あ
る
と
い

う
。（「
汝
州
龍
興
寺
修
吳
畫
殿
記
」、『
欒
城
後
集
』
卷
二
十
一
、
嘉
靖
二
十
年
序
刊

本
）

（
29
）　

王
得
臣
『
麈
史
』
卷
中
「
書
畫
」「
時
俟
其
飮
酣
、
請
之
。（
郭
忠
恕
）
乃
令
濃

爲
墨
汁
、
悉
以
潑
漬
其
上
、
亟
攜
就
澗
水
滌
之
、
徐
以
筆
隨
其
濃
淡
、
爲
山
水
之
形

勢
。」（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

（
30
）　

例
え
ば
、『
林
泉
高
致
』「
山
水
訓
」
に
は
「
今
執
筆
者
、
所
養
之
不
擴
充
、
所
覽

之
不
淳
熟
、
所
經
之
不
衆
多
、
所
取
之
不
精
粹
、
而
得
紙
拂
壁
、
水
墨
遽
下
、
不
知

何
以
掇
景
於
𤇆
霞
之
表
、
發
興
於
溪
山
之
顛
哉
。」（
王
氏
畫
苑
本
、『
畫
苑
補
益
』

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
）
と
あ
る
。
こ
の
「
得
紙
拂
壁
、
水
墨
遽
下
」
と
い
う
や
り
方



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

八
八

故
家
名
勝
。
避
難
於
蜀
者
十
五
六
、
古
軸
舊
圖
不
朞
而
聚
。
而
又
先
世
所
藏
、
殊
尤

絕
異
之
品
。」
と
あ
る
。

（
50
）　

鄧
椿
が
『
畫
繼
』
を
執
筆
す
る
動
機
は
、
郭
若
虛
の
『
圖
畫
見
聞
誌
』
の
跡
を
繼

ぎ
、
そ
の
後
の
繪
畫
史
を
記
述
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
考
え
も
郭
若
虛

及
び
北
宋
文
人
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
畫
繼
』
序
文
に
詳

し
い
。

（
51
）　

世
徒
知
人
之
㊒
神
、
而
不
知
物
之
㊒
神
、
此
若
虛
深
鄙
衆
工
、
謂
雖
曰
畫
而
非
畫

者
。
蓋
止
能
傳
其
形
、
不
能
傳
其
神
也
。
故
畫
法
以
氣
韻
生
動
爲
第
一
、
而
若
虛
獨

歸
於
軒
冕
巖
穴
、
㊒
以
哉
。（「
神
」
は
す
な
わ
ち
「
氣
韻
」
の
こ
と
。）

（
52
）　
『
唐
朝
名
畫
錄
』
序
。

（
53
）　

嘗
考
郭
若
虛
論
成
都
應
天
孫
位
・
景
朴
天
王
曰
、
二
藝
爭
鋒
、
一
時
壯
觀
、
傾
城

士
庶
、
看
之
闐
噎
。
予
嘗
按
圖
熟
觀
其
下
、
則
知
朴
務
變
怪
以
傚
位
。

（
54
）　

景
朴
の
畫
風
の
「
怪
」
と
、
㊟
（
28
）
で
言
及
し
た
孫
位
の
畫
風
の
「
奇
」
と

い
う
特
徵
と
、
兩
者
の
意
味
は
や
や
異
な
る
。
川
合
康
三
は
そ
の
區
別
に
つ
い
て
、

「「
奇
」
は
ふ
つ
う
な
も
の
、
規
範
的
な
も
の
か
ら
の
隔
た
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

隔
た
り
の
度
合
い
が
更
に
進
む
と
、
常
規
を
逸
し
た
地
點
に
ま
で
至
り
、
そ
れ
は

「
怪
」
の
語
で
表
わ
さ
れ
る
。」
と
指
摘
し
た
。（「
奇
―
中
唐
に
お
け
る
文
學
言
語
の

規
範
の
逸
脫
―
」（『
終
南
山
の
變
容
―
中
唐
文
學
論
集
』
硏
文
出
版
、
一
九
九
九

年
、
初
出
は
『
東
北
大
學
文
學
部
硏
究
年
報
』
第
三
〇
號
、
一
九
八
〇
年
）
一
一
六

頁
）
つ
ま
り
、「
怪
」
は
「
奇
」
よ
り
過
度
に
規
範
か
ら
ず
れ
た
否
定
的
評
語
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
55
）　

歬
揭
㊟
（
３
）、
㊟
（
４
）
參
照
。

（
56
）　

書
畫
批
評
に
お
け
る
品
第
法
の
衰
退
は
中
唐
朞
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
っ
た
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
書
論
に
お
け
る
品
第
法
の
崩
壞
に
つ
い
て
、
大
野
修
作
「『
述

書
賦
』
の
性
格
」（『
書
論
と
中
國
文
學
』、
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
四
七
〜
四

九
頁
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
畫
論
の
場
合
も
同
樣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）　

歬
揭
㊟
（
38
）
西
上
論
文
參
照
。

（
41
）　

歬
揭
㊟
（
４
）
鈴
木
書
、
三
三
一
・
三
三
五
頁
。
ま
た
、
墨
竹
に
つ
い
て
は
、
歬

揭
㊟
（
21
）
戶
田
論
文
、
同
氏
「
湖
州
竹
派
に
つ
い
て
」（『
美
術
硏
究
』
二
三
六
、

一
九
六
四
年
）、
張
高
評
「
詩
畫
禪
與
蘇
軾
・
黃
庭
堅
詠
竹
題
畫
硏
究
」（『
唐
宋
題

畫
詩
及
其
流
韻
』、
萬
卷
樓
、
二
〇
一
五
年
）、
韋
賓
「
墨
竹
與
宋
元
士
大
夫
」（
歬

揭
㊟
（
４
）
韋
書
）
三
六
九
〜
三
八
四
頁
參
照
。

（
42
）　
「
題
文
與
可
墨
竹
（
幷
敘
）」、『
蘇
文
忠
公
詩
合
㊟
』
卷
二
十
八
、
乾
隆
五
十
八
年

序
踵
息
齋
刊
本
。

（
43
）　
「
跋
文
與
可
墨
竹
李
通
叔
篆
」、『
東
坡
題
跋
』
卷
五
、
津
逮
祕
書
本
。

（
44
）　
「
文
與
可
畫
墨
竹
屏
風
贊
」、『
東
坡
集
』
卷
二
十
、
光
緖
三
十
四
年
刊
宣
統
元
年

成
寶
華
盦
刊
本
。

（
45
）　
「
東
坡
居
士
墨
戲
賦
」、『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
卷
一
、
四
部
叢
刊
本
。

（
46
）　

例
え
ば
、『
宣
和
畫
譜
』（
津
逮
祕
書
本
）
に
は
、
童
貫
の
山
水
制
作
に
つ
い
て

「
或
見
筆
墨
在
旁
、
則
弄
翰
遊
戲
、
作
山
林
泉
石
、
隨
意
點
綴
、
興
盡
則
止
。」（
卷

十
二
）
と
あ
り
、
ま
た
、
趙
令
穰
の
墨
竹
小
景
畫
に
つ
い
て
「
戲
弄
翰
墨
、
尤
得
意

於
丹
靑
之
妙
。」（
卷
二
十
）
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
舉
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
興
に
乘

っ
て
制
作
す
る
狀
態
を
指
し
て
い
る
。

（
47
）　

今
㊒
名
卿
士
大
夫
之
畫
、
自
得
優
遊
閒
㊜
之
餘
、
握
管
濡
毫
、
落
筆
㊒
意
、
多
求

易
而
取
淸
逸
、
出
于
自
然
之
性
、
無
一
點
俗
氣
、
以
世
之
格
法
、
在
所
勿
識
也
。

古
之
名
流
士
大
夫
、
皆
從
格
法
。
南
唐
以
來
、
李
成
、
郭
熙
、
范
寬
、
燕
穆
公
、
宋

復
古
、
李
伯
時
、
王
晉
卿
亦
然
、
信
能
悉
之
于
此
乎
。（『
山
水
純
全
集
』「
論
觀
畫

別
識
」、
說
郛
本
卷
四
十
二
）

（
48
）　
「
書
伯
時
縣
霤
山
圖
」、『
廣
川
畫
跋
』
卷
五
、
㊜
園
叢
書
本
。

（
49
）　

鄧
椿
の
經
歷
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
總
目
』
の
『
畫
繼
』
條
に
、「
椿
雙
流

人
、
祖
洵
武
、
政
和
中
知
樞
密
院
、
其
時
最
重
畫
學
。
椿
以
家
世
聞
見
、
綴
成
此

書
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
畫
繼
』
の
序
文
に
、「
予
雖
生
承
平
時
、
自
少
歸
蜀
、
見




